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04 特集 JAの未来

花菊づくりを“一生”やっていきたい。
02 農業情報 

12 旬の料理 山形牛の柳川風

1

3 だし汁、醤油、みりん、酒を合わせた
煮汁を多めにはり、火にかける。強火
にし、ふきこぼれないように煮る。

新ゴボウは笹がきにし水にさらしてお
く。インゲンは笹打ち（斜めに薄く切
る）、小葱は1cm程の小口切りにする。
卵はときほぐす。

2
薄手の鍋に笹がきした新ゴボウを敷き、
その上に一口大に切った牛肉とインゲ
ンを盛りつける。

煮えたら弱火にし、上から卵とじにし、
蓋をしてかるく火を通す。小葱を盛り、
山椒または七味唐辛子を振りかける。

4

●材料（4人分）
牛モモ肉または
バラ肉スライス…200g
新ゴボウ…2本、インゲン…4本
小葱…4本、卵…4個

【煮汁】
だし汁…500cc、醤油…50cc
みりん…50cc、酒…少々

山椒または七味唐辛子…適量

新ゴボウをたっぷり入れて煮すぎずに仕上げます。
その歯ざわりと、牛肉の旨みを楽しみましょう。

山形牛の柳川風

20
15／

7
月

号
広

報
紙

初の試みであるクローバーの配付イベントを通して、直売所にご来店された多くの方にJAをPRすることができました。次回以降のイベントや、広報活動につな
がる基礎ができたと感じています。また、各部からイベントの趣旨をご理解いただき、JAが一丸となって広報活動ができたのは大きな収穫でした。これから、よ
り効果的にJAをPRできるよう、各部と連携しながら広報活動の質を高めていきます。

あとがき

佐藤貞次／『料亭 のゝ村』料理長。山形調理師専門
学校・山形学院食物調理科非常勤講師／『料亭 のゝ
村』は明治6年に創業。四季折々の料理と「おもてな
しの心」で古き良き料亭としての伝統を守る老舗。
TEL.023-641-0515、要予約。日曜・祝日定休。

ワンポイントアドバイス
夏の定番・柳川鍋と
いえば、ドジョウですが
牛肉の他にも、
焼いた穴子や、
鶏肉、豚肉なども
合いますよ。

やまがた

旬の料理



■ 各営農センター
7月下旬
 ・ サクランボ夏期管理講習会
 ・ 水稲展示圃生育調査
7月下旬〜8月上旬
 ・ 第1回水稲航空防除
8月中旬
 ・ 第2回水稲航空防除

■ 中央営農センター
7月下旬

・ ラ・フランス第１回園地検見
8月上旬

・ 廃ビニール回収
・ 夏期管理講習会（スモモ・モモ）

■ 西部営農センター
7月下旬

・ 圃場巡回指導（ブドウ、ラ・フランス）
7月下旬〜 

・ 小麦検査
・ そば播種作業　
8月上旬 

・ 南金井種子組合圃場審査

■南部営農センター
7月中旬

・ 西洋梨夏期管理講習会
・ デラウェア園地巡回
・ 航空防除安全祈願祭・安全対策会議
7月下旬

・ 花き販売対策会議
・ ブドウ格付巡回検討会
8月上旬

・ ハウスデラウェア共励会

■北部営農センター
7月中旬

・ オクラ園地巡回・目揃え会
7月下旬

・ ソルダム目揃え会
8月上旬

・ 廃プラ回収
8月中旬

・ ワレモコウ目揃え会

農業
情報

①

① 付属のラベル（説明書）を確認し、使用作物・適用病害虫・希
釈倍率・使用基準等を守りましょう。

② 一回病気が発生すると治療が困難な
ため、殺菌剤は病気発生前に散布し、
予防防除に努めましょう。また、圃
場をこまめに見回り、害虫を発見し
たら早めに殺虫剤を散布しましょう。

① 防除器具の洗浄が不十分だと、誤って適用
のない作物に農薬を散布する可能性があり
ます。十分に注意しましょう。

② 防除器具を使用する前に、器具がしっかり
と洗浄されているか確認します。また使用
後は速やかに洗浄しましょう。

① 農薬の飛散を防ぐため、風の強い時は散布を避けます。風のな
い日や、早朝や夕方の無風に近い状態で散布を行いましょう。

② 園地の端部では、園地の外側から内側に向かって散布を行いま
す。また、散布機の圧力を抑え、対象の作物だけに農薬がかか
るようにしましょう。

③ 園地の周りに作付けさ
れている作物を事前に
把握し、周辺環境を十
分考慮した防除計画を
立てましょう。

安心・安全な農産物を消費者の皆様へ届けよう
農薬使用のポイント

営 農 ひ と こ と ア ド バ イ ス

Agricultural information

お問い合わせ：

中央営農センター 営農企画指導員TACT
細谷 秀則
TEL.090-4312-3909

食べる人、作る人、環境に優しい農業を行い、
安全で安心な農産物を生産しましょう。

使用方法の厳守

防除器具の十分な洗浄

農薬の飛散（ドリフト）・流出防止

果樹

水稲

　
輪
紋
病
・
胴
枯
病

● 

降
雨
前
の
農
薬
散
布
が
基
本
で
す
が
、
長
雨
や
激
し
い
降

雨
が
あ
っ
た
後
も
、
す
ぐ
に
追
加
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

● 

枯
死
し
た
花
そ
う
や
枝
は
、
徹
底
し
て

取
り
除
き
、
畑
の
外
に
出
し
て
適
切

に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

● 

切
り
口
か
ら
雑
菌
が
入
る
の
を
防
ぐ
た

め
、
大
き
目
の
切
り
口
に
は
ペ
ー
ス
ト

状
の
殺
菌
剤
を
ぬ
り
ま
し
ょ
う
。

　
落
葉
病

● 

落
葉
病
が
多
く
発
生
し
て
い
る
園
地
で

は
、
落
葉
を
集
め
て
土
中
に
深
く
埋

め
ま
し
ょ
う
。

　
灰
星
病

● 

灰
星
病
の
被
害
果
は
見
つ
け
次
第
摘
み

取
り
、
土
中
に
深
く
埋
め
ま
し
ょ
う
。

　
せ
ん
孔
細
菌
病

● 

収
穫
時
期
に
注
意
し
て
、

防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

● 

せ
ん
孔
細
菌
病
が
ま
ん
延
し
や
す
い
条
件
と
し

て
、
多
湿
で
あ
る
こ
と
や
、
風
が
強
い
と
こ
ろ

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
田
面
に
近
い
場
所
な

ど
は
、
薬
剤
散
布
に
よ
る
防
除
に
加
え
、
防
風

ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
せ
ん
孔
細
菌
病
が
発
生
し

に
く
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類

● 

7
月
以
降
は
ス
モ
モ
、
モ

モ
を
中
心
に
シ
ン
ク
イ
ム

シ
類
の
発
生
が
多
く
な
り

ま
す
。
収
穫
時
期
に
注
意

し
、
散
布
間
隔
を
空
け
ず
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

● 

シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
に
よ
る
芯
折
れ
被
害
が
で
て

い
る
枝
は
、
見
つ
け
次
第
切
除
し
ま
し
ょ
う
。

秋肥料・農薬・資材
ご予約受付中

JAやまがたオリジナルの肥料をおすす
めしております。ご注文は、きずな担
当、またはお近くの支店・
グリーンへ！

7月31日まで
お申込みを
承っております。

● 

カ
メ
ム
シ
の
増
殖
を
防
ぐ
た
め
、
地
域
ぐ
る
み

で
雑
草
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
イ
ネ
科
の
雑

草
は
、カ
メ
ム
シ
類
の
エ
サ
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

水
田
内
の
ノ
ビ
エ
や
イ
ヌ
ホ
タ
ル
イ
は
、
ア
カ

ス
ジ
カ
ス
ミ
カ
メ
の
産
卵
場
所
と
な
り
ま
す
。

● 

水
田
内
に
雑
草
が
多
く
残
っ
て
い
る
場
合
は
、

後
期
除
草
剤
が
有
効
で
す
。
剤
の
特
性
、
登
録

内
容
、
使
用
方
法
等
を
十
分
に
確
認
し
、
適
正

に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

カ
メ
ム
シ
に
注
意
！

畦
畔
の
除
草
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

重
点
防
除
期
間
に
入
り
ま
す
。

適
切
に
防
除
し
、

病
害
虫
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

イラスト：JA全農より

イラスト：JA全農より

イラスト：ホクレンより

風が吹いたら散
布をしない！！

農薬の使用方法を
全て確認！！

写真：やまがたアグリネットより
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特集 JAの未来

ろ
で
す
か
？

酒
井　

正
直
に
い
え
ば
、
一
番
の
魅
力
は

安
定
し
た
収
入
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

東
京
の
市
場
に
出
し
て
も
、
J
A
や
ま
が

た
の
直
売
所
に
出
し
て
も
、
安
定
し
た
価

格
で
買
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
あ
り
が

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
─ 

そ
れ
だ
け
中
央
菊
部
会
で
出
荷
す
る

花
菊
の
品
質
が
良
い
、
と
い
う
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
ね
。

土
屋　

た
し
か
に
中
央
菊
部
会
の
花
菊
は
、

市
場
の
評
価
が
高
く
、「
中
央
の
菊
」
と
し

て
一
種
の
ブ
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
扱
っ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
出
荷
先
は
、
東
京
都

の（
株
）
東
日
本
板
橋
花
き
と
い
う
市
場

で
、
継
続
的
に
い
い
値
段
で
買
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
、
も
う
何
十
年
も
こ
こ

一
本
で
出
荷
し
て
い
ま
す
。

─
─ 

品
質
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
と
こ

ろ
で
評
価
さ
れ
る
の
で
す
か
？

土
屋　

花
や
葉
に
病
斑
が
な
く
、
き
れ
い

な
状
態
か
ど
う
か
で
判
断
さ
れ
ま
す
。
花

菊
は
病
害
虫
の
被
害
が
多
い
作
物
で
、
早

め
早
め
に
対
策
を
し
て
い
か
な
い
と
、
病

斑
が
発
生
し
た
り
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
で
葉
が

黄
変
・
萎
縮
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
被
害

が
出
ま
す
。
高
評
価
を
得
る
に
は
、
そ
れ

ら
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

─
─ 

生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
病
害
虫
対
策

に
は
か
な
り
気
を
遣
う
の
で
す
ね
。

酒
井　

そ
れ
は
も
う
、
本
当
に
気
を
遣
い

─
─ 

い
ま
は
春
美
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て

家
の
農
業
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

酒
井　

花
菊
づ
く
り
は
、
私
が
中
心
に
な

─
─ 

酒
井
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
中
央
菊

部
会
で
一
番
の
若
手
と
聞
い
て
い
ま
す
。

ど
う
い
う
経
緯
で
花
菊
づ
く
り
を
始
め
ら

れ
た
の
で
す
か
？

酒
井　

私
が
嫁
い
で
き
た
酒
井
家
は
、
も

と
も
と
お
米
と
花
菊
づ
く
り
を
中
心
と
し

た
農
家
な
の
で
す
が
、
主
人
は
会
社
員
な

の
で
、
農
業
は
義
父
と
義
母
の
２
人
を
中

心
に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
子
育
て
を

し
な
が
ら
、
と
き
ど
き
手
伝
う
程
度
で
し

た
が
、
５
～
６
年
前
に
子
育
て
も
一
段
落
し

て
き
た
の
で
、
本
格
的
に
農
業
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
農
業
が
面

白
く
な
っ
て
き
た
頃
、
義
母
が
少
し
体
調

を
崩
し
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
私
が
が
ん

ば
ろ
う
と
認
定
農
業
者
に
な
り
、
菊
部
会

に
も
入
れ
て
い
た
だ
い
て
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

っ
て
や
っ
て
い
ま
す
が
、
米
作
り
は
義
父

が
中
心
で
す
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
そ

の
都
度
、
義
父
母
に
教
わ
り
な
が
ら
や
っ

て
い
ま
す
。

─
─ 

栽
培
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

酒
井　

作
業
は
、
3
月
上
旬
の「
挿
し
芽
」

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
前
年
の
秋
に
株
分
け

し
た
の
を
移
植
し
、
ま
ず
芽
を
出
さ
せ
ま

す
。
芽
が
出
て
き
た
ら
今
度
は
そ
れ
を
定

植
し
、
そ
の
後
、
真
ん
中
の
芯
を
カ
ッ
ト

す
る
ピ
ン
チ
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
作

業
を
す
る
こ
と
で
、
ま
わ
り
か
ら
た
く
さ

ん
の
芽
が
出
て
く
る
ん
で
す
。
あ
と
は
成

長
に
応
じ
て
手
入
れ
を
し
、
時
期
が
来
た

も
の
か
ら
出
荷
と
な
り
ま
す
。

─
─  

出
荷
時
期
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
で

す
か
？

酒
井　

出
荷
は
7
月
上
旬
に
始
ま
り
、
10

月
中
旬
ま
で
続
き
ま
す
。
た
だ
、
お
盆
と

お
彼
岸
が
需
要
の
ピ
ー
ク
で
す
の
で
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
出
荷
で
き
る
よ
う
に
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。

─
─ 

花
菊
づ
く
り
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ

お話をうかがったJAやまがた中央菊部会の酒井春美さんと、中央
営農センターの土屋隆盛さん。

山
形
市
高
瀬
地
区
と
楯
山
地
区
の一帯
は
、
昔
か
ら
良
質
の
花
菊
を
生
産
し
て
き
た
地
域
で
、
現
在
も
8
名
の

方
が
J
A
や
ま
が
た
中
央
菊
部
会
を
つ
く
り
、
首
都
圏
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で一番
の
若
手
と
し
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
の
が
酒
井
春
美
さ
ん
で
す
。
今
回
は
酒
井
さ
ん
と
、
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー
で
花
菊
の
出
荷
を

担
当
す
る
土
屋
隆
盛
さ
ん
に
、
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
す
。
毎
日
が
虫
と
の
戦
い
で
す（
笑
）。

手
間
暇
を
惜
し
ま
ず
手
入
れ
し
て
や
ら
な

い
と
、
い
い
花
菊
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
そ

れ
を
乗
り
越
え
て
、
無
事
に
出
荷
で
き
た

時
は
う
れ
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

土
屋　

病
害
虫
対
策
は
本
当
に
大
変
だ
と

思
い
ま
す
。
中
央
菊
部
会
の
皆
さ
ん
は
、

そ
れ
を
昔
か
ら
ず
っ
と
続
け
ら
れ
て
い
た

か
ら
こ
そ
、
市
場
で
評
価
さ
れ
、
信
頼
さ

れ
て
、
今
日
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

─
─ 

今
後
の
課
題
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

土
屋　

や
は
り
生
産
者
の
皆
さ
ん
の
高

齢
化
と
後
継
者
不
足
だ
と
思
い
ま
す
。
評

価
が
高
い
の
で
、
本
当
は
出
荷
量
を
も
っ

と
増
や
し
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、
実

際
は
年
々
出
荷
量
が
減
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
酒
井
さ
ん
の
よ
う
に
、
新
た
に
花
菊

づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
る
方
が
出
て
き
て

く
れ
る
と
い
い
の
で
す
が
。
少
し
で
も
興

味
の
あ
る
方
は
、
遠
慮
な
く
お
声
が
け
い

た
だ
け
ば
と
思
い
ま
す
。

─
─ 

酒
井
さ
ん
の
今
後
の
目
標
は
？

酒
井　

義
父
母
に
聞
か
な
く
て
も
で
き
る

よ
う
、
早
く
一
人
前
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
で
も
花
菊
づ
く
り
は
、
一
生
や
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
話

し
合
い
、
継
い
で
い
け
る
仲
間
が
増
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

─
─ 

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出荷が始まる頃に行う目揃え会では、規格や販売方針を確認し
ます。

9月上旬に行う共励会では、各部員の園地をまわり、品質の向上
を目指します。

花
菊
づ
く
り
を

”一
生
“や
っ
て
い
き
た
い
。
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● JAやまがたから組合員の皆様に大切なお知らせです。 J A  I n f o r m a t i o n

資産サポート
ナビ Support

navigation 

vol
15

健康
コラム

福祉センター青田

第
5
回
理
事
会
［
5
月
27
日 

開
催
］

●
報
告
事
項

［
経
営
管
理
部
・
人
事
部
］

1
．組
合
員
加
入
調
書

2
．農
林
年
金
特
例
業
務
負
担
金
の
長
期
前
納

3
．平
成
27
年
度
役
員
研
修
実
施
計
画

4
．福
祉
セ
ン
タ
ー
青
田
利
用
者
数
推
移

［
金
融
部
］

1
．住
宅
ロ
ー
ン
に
係
る
保
証
会
社
の

　
追
加
契
約
の
検
討

2
．金
融
移
動
店
舗
車
導
入
の
検
討

［
資
産
サ
ポ
ー
ト
部
］

1
．相
談
業
務
課
事
業
報
告（
4
月
）

［
営
農
経
済
部
］

1
．�青
果
物
販
売
状
況

［
そ
の
他
］

1
．平
成
27
年
4
月
末
事
業
実
績

●
協
議
事
項

第
1
号
議
案
．�

高
額
・
員
外
貸
出
金
に
係
る

　
　
　
　
　
　
貸
付
お
よ
び
貸
出
金
条
件
変
更

第
2
号
議
案
．�

固
定
資
産
の
取
得

第
3
号
議
案
．�

役
員
賠
償
責
任
保
険
の

　
　
　
　
　
　
継
続
加
入

第
4
号
議
案
．�

第
19
回
通
常
総
代
会
の
開
催
日

以
下
の
内
容
に
つ
い
て
、
報
告
・
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

共存
　「地方創生」や「大規模化による強い農業」が叫ばれている。このグローバル化と称した
TPPや「大企業・大都市」に偏重した政策の歪みが、地方の高齢化・過疎化問題を深刻化させ、
地方衰退を加速させている。農村社会は、長年にわたり地域の先人達によって築き上げら
れてきた伝統文化が集積された社会風土であり、国の一方的な施策で変えていくのは容易
ではない。一例として、農道や水路の維持管理は、耕作面積に関係なく管理されてきたが、
これを少数の大規模農家だけで担うのは困難である。高度経済成長期の木材輸入自由化に
よって「里山山林」が荒廃している中、多面的機能をもつ「田園農地」を守り、将来次世代
に繋げる必要がある。そのためには、専業大規模農家を軸として、家族的な小規模経営農
家の営農の多様性をプラスし、また、農家がお互いを尊重し「共存」することが必要と考える。
JA事業を通じて住みよい地域づくりに取り組んでまいりたい。

D i r e c t o r ' s  o p i n i o n  2015

役員より  vol.4　

常務理事　
安達 正志

JA貯金 サマーキャンペーン

お問い合わせ

金融部貯金業務課  

TEL.023-624-8268

VOL.20

資産承継業務を通して、
交流の輪が広がっています。

■5月22日／福島県の4JAが
当JAの資産サポート部を視察
　JA新ふくしま、JA伊達みらい、JAみちの
く安達、JAそうまで構成する福島県北地区
JA合併推進協議会が、当JAの資産承継業務
を視察するため、本店にご来店されました。
4JAは平成28年3月に合併、JAふくしま未来
としてスタートする予定で、資産承継業務を
事業の一環として盛り込んでいます。JAみち
のく安達の菅野廣一常務理事は「これからの
JAにとって、資産承
継業務は必須だと考
えている」と話してい
ました。

お問い合わせ　福祉センター青田 TEL.023-616-8002
　　　　　　　介護サービス事業／通所介護・訪問介護・福祉相談窓口

熱中症は、夏の強い日差しの時だけでな
く、身体が暑さに慣れない梅雨明けの時
期にも起こります。屋外だけでなく、高
温多湿の室内でもなりやすいので、自分
で出来る熱中症対策を心掛けましょう。

熱中症について

1．暑さに負けない体作りをしよう！
日常的に適度な運動を行い、水分（牛
乳・スポーツドリンク・麦茶等）、栄養
のある食事（夏野菜・豆類・肉類等）、
十分な睡眠をとる事が大切です。

2．暑さに対する工夫をしよう！
適度な空調（室温28℃以下、湿度50
～60％）で室温を快適に保ちましょ
う。また通気性の良い服を着るなど、
衣服を工夫しましょう。

避難訓練（水消火器訓練）

畑教室　福祉センター青田
ファーム

プランター教室　パッション
フルーツでグリーンカーテン

6月の通所介護
［夏バテ予防レシピ］
チキンの梅肉ソースかけ
鶏肉…1枚

［梅肉ソース］
  梅干し（チューブでも可）…40ｇ
  ごま油・醤油・酢…各大さじ1
  砂糖…大さじ2、かつお節…2つまみ

① 鶏肉以外の材料を全て混ぜ合わせ
梅肉ソースを作っておく。

②鶏肉をフォークで刺し柔らかくする。
③ 油をひいたフライパンで、皮面を

下にして焼く。蓋をして皮がパリパ
リになるまで焼く。

④裏返し、反対側を少し焦げ目が付く
くらい蓋をして焼く。

⑤ 焼きあがった鶏肉に梅肉ソースを
かけて出来上がり。

■5月18•19日／JA世田谷目黒
の方を講師に研修会を開催
　講師にJA世田谷目黒の床爪晋特別顧問をお招きし、本店で、事業
承継・相続相談業務研修会を行いました。参加した支店長は「資産
承継業務を広めるため、組織の会議等で短時間でも話題に取り上げ
ていきたい」と話していました。

■6月22〜26日／JA世田谷目黒
の職員が当JA管内で農業研修
　JA世田谷目黒に勤務して3年目の山

やま

火
び

理さんと袴田直宏さんが、当JA組合員の
田中源治郎さんのもとで農業研修を行いました。この研修は人材育
成の一環として、両JAが初めて取り組むもので、2人は田中さんの家
に宿泊しながら、花菊の定植作業やサクランボの収穫作業などを行い
ました。山火さんは「サクランボの産地で、直接プロの生産者から学
ぶことができとても勉強になった」、袴田さんは「普段は資産承継の
業務をしているが、農作業の経験は今後組合員の方とお話するとき
に役立つと思う」と、それぞれ研修の手ごたえを感じていました。

  特別金利

1年もの  0.27％（税引後  年0.215％）
3年もの  0.30％（税引後  年0.239％）
5年もの  0.35％（税引後  年0.278％）

■ 新規ご契約いただいた20万円以上の
スーパー定期貯金（1年・3年・5年もの）に、
特別金利が適用されます。

■ ATMでのお預入れは対象外になります。
■ 特別金利は初回満期時まで適用されます。

2015年 8月14日（金）まで 先着順！なくなり次第終了

200万円以上の
お預入れで

「ちょリスホッチキス」
プレゼント！　　　

各支店の窓口
が

夏仕様に！

工夫を凝らし
た

ディスプレイ
を、ぜひ

見に来てくだ
さい。

お問い合わせ

資産サポート部  
TEL.023-624-8260
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６
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
や
ま
が
た
お
い
し
さ
直
売
所
の
各

店
で
、
当
Ｊ
Ａ
の
新
し
い
情
報
誌
「
ク
ロ
ー
バ
ー
」
の
配

布
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
当
Ｊ

Ａ
か
ら
消
費
者
や
地
域
の
皆
様
へ
の
情
報
発
信
力
を
強

化
す
る
た
め
創
刊
し
た
も
の
で
、
こ
の
日
は
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
や
Ｊ
Ａ
共
済
の
チ
ラ
シ
も
一
緒
に
配
布
し
、
Ｊ
Ａ
の

総
合
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ま
た
ク
ロ
ー
バ
ー
に
掲

載
し
た
「
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
の
冷
製
パ
ス
タ
」
の
試
食
会
も

行
い
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
お
い
し
さ
直
売
所
を
情

報
発
信
と
収
集
の
拠
点
と
位
置
付
け
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

新
情
報
誌「
ク
ロ
ー
バ
ー
」

Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
を
Ｐ
Ｒ

　

６
月
９
日
、
J
A
や
ま
が
た

は
東
海
大
学
山
形
高
等
学
校
の

１
年
生
を
対
象
に
、
自
転
車
の

交
通
安
全
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
J
A
共
済

の
交
通
事
故
防
止
活
動
の
一
環
で
、
時
速
40
㎞
で
走
る

車
と
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
乗
っ
た
自
転
車
が
衝
突
す
る

交
通
事
故
な
ど
が
再
現
さ
れ
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
安
全

に
自
転
車
を
運
転
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。
生
徒
の
1
人
は
「
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
と
事
故

に
つ
な
が
る
と
痛
感
し
た
。
気
を
付
け
ま
す
」
と
感
想

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

東
海
山
形
高
校
で
交
通
安
全
教
室

事
故
を
再
現
し
安
全
意
識
を
喚
起

　

農
林
水
産
省
は
国
産
花
き
振
興
の
た
め
今
年
か
ら
本

格
的
に
「
国
産
花
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
」
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
山
形
市
花
き
連
絡

協
議
会
で
は
、
山
形
市
内
の
各
所
で
、
花
の
展
示
や
花

育
講
座
な
ど
を
開
き
、
地
元
の
花
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

６
月
６
日
か
ら
山
形
ま
る
ご
と
館
紅
の
蔵
で
展
示
さ
れ

た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
は
、
中
央
営
農
セ
ン

タ
ー
と
西
部
営
農
セ
ン
タ
ー
が
提
供
し
た
7
種
類
の
花

が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
山
形
市
花
き
連
絡
協
議
会
は
、

当
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
山
形
市
の
花
き
部
会
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
元
産
の
花
を
飾
っ
て
Ｐ
Ｒ

国
産
花
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

　

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
建
築
・

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
地

元
の
組
合
員
の
方
と
連
携
し
、

「
食
と
農
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
土
地
の
成
り
立
ち
や
地
域
性
に
つ
い

て
深
く
理
解
し
、
自
然
と
社
会
が
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン

を
模
索
す
る
の
が
狙
い
で
す
。
５
月
30
日
、
休
耕
田
を

活
用
し
よ
う
と
学
生
14
名
が
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
の
授
業
で
収
穫
し
た
酒
米
は
、（
有
）
秀
鳳
酒
造
場

で
仕
込
ま
れ
、
今
年
の
夏
頃
、（
株
）全
農
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
山
形
か
ら
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

組
合
員
と
連
携
し

芸
工
大
生
が
授
業
で
田
植
え
体
験

JA NEWS TOPICS
管内の主な出来事をご紹介しますもっと

「山形のサクランボ」！
PRの動きが広がっています
山形さくらんぼ世界一プロジェクト

世界へ
「山形SAKURAMBO」を
届けよう

第4回日本一さくらんぼ祭り

平成27年度、山形県で取り組む新事業として
「山形さくらんぼ世界一プロジェクト」が始

まりました。世界市場で流通している「CHERRY」
との差別化を図り、最高級グレードとしての「山形
SAKURAMBO」の海外展開を進めるための、中長
期的なプロジェクトです。①世界に類を見
ない超大玉品種（4L）の開発、②海外富裕
層をターゲットとした高級サクランボの輸
出推進、③大規模化・軽労
化に向けたロボット開発お
よび活用の3つを柱に、地
域ブランドとして更なる高
みを目指し、オール山形体制
で「山形SAKURAMBO」の
ブランド確立を図ります。

6 月20日、21日に開かれた第4回日本一さくら
んぼ祭りにJAやまがたも参加し、JAビル前や

文翔館前で、贈答用サクランボなどを販売しました。
当日気温が高かったこともあり、（株）山形食品のサ
クランボウォーターや山形さくらんぼサイダーも人
気でした。JAビル前に設置されたJAグループ山形の
ブースでは、山形牛ステーキや冷やしトマトの販売、
山形県牛乳普及
協会によるサクラ
ンボミルクのふる
まいなどで、山形
県の安全で安心
な農産物をお客
様にアピールしま
した。

未来を担う
地域の子供たちへ
生産者による食育の一環として、
サクランボが小学校へ贈られました

JAやまがたのブースでは、贈答用サクランボ、サクランボウォーターなど
が販売されました。

流しサクランボのコーナーは多くの人でにぎわいました。

南金井地区運営協力委員会等（佐藤錦
19kg）／6月16日／南山形小学校・みは
らしの丘小学校

出羽果樹組合（佐藤錦10kg）／
6月23日／出羽小学校

（実寸大）

Lサイズ
（22ミリ以上）

4Lサイズ
（31ミリ以上）

JAやまがたホームページでも
随時トピックスを更新中！
JAやまがた 検索

9 ── JA NEWS TOPICS JA NEWS TOPICS ── 8



※上記イベント情報は11/28現在のもので、都合により変更になる場合がございます。予めご了承ください。パズル？
頭の体操
出題●ニコリ

Puzzle
3名

図書カード
1,000円分
プレゼント！ 

①パズルの答え
②�当紙へのご意見
やご要望　

③�住所・氏名
　電話番号
（当紙の編集以外には
使用いたしません）

52 9 9 0 - 8 5 3 5

山
形
市
旅
篭
町

一
丁
目
12
―35

Ｊ
Ａ
や
ま
が
た

 

広
報
係 

行

読者の広場投稿募集
記入例を参考に郵便はがきでご応募下さい。
締め切りは、7月20日（当日消印有効）です。
●プレゼント／「パズル」の正解者の中から抽選で
3名の方に図書カード（1,000円分）をプレゼント。
当選者は発送をもってかえさせていただきます。
●お問い合わせ／JAやまがた広報係
TEL.023-624-8265　FAX.023-631-4714
kikakukanri@jayamagata.or.jp

●先月号のパズルの答え「トウガラシ」

➡ヨコのカギ
1 緑と黒のしま模様がある果実
2 南米にある南北に細長い国
3 実からかんぴょうを作ります
4 ゴーヤーもメロンもこの仲間
5 疑わしく思う気持ち
7 牛や馬が食べます
10 柔道場に敷かれている物
12 飲み物を入れて持ち歩きます
13「擬餌鉤」ともいいます
14 医師や看護師が、手首に触れて測ります
17 妻と対になる言葉
19 彼女はみんなの憧れの──だ
20 ろうそくの火を付ける部分

➡
タ
テ
の
カ
ギ

2
く
る
く
る
回
せ
る
世
界
地
図

6
船
が
海
底
に
下
ろ
す
物

8
「
ピ
ー
マ
ン
1
袋
98
円
」
の

「
98
円
」
の
部
分

9
舟
を
こ
ぐ
道
具

10
お
け
の
胴
を
締
め
付
け
る
輪

11
風
呂
上
が
り
に
使
い
ま
す

15
辞
書
で
言
葉
の
─
─
を
調
べ
た

16
晴
れ
た
日
の
空
の
色

18
旧
国
名
の
一
つ
。
現
在
の
奈
良
県

20
敷
布
団
に
掛
け
る
布

21
「
。」
と
「
、」
の
こ
と

● サクランボを親戚、友人に送り
ました。甘くておいしいと喜ばれ
ました。（中山町 Mさん）○編 今年
は収穫量が少なめとのことですが、
味は変わらず一級品です。先日畑
で採れたての紅秀峰をいただいた
のですが、本当に甘くて美味しか
ったです。

● 先月号のアグリくん、「おにぎら
ず」→「寿司まかず」なかなか面白か
ったです。（山辺町 Aさん）○編 「おに
ぎらず」、手軽で具のバリエーショ
ンが多いと人気ですね。アグリく
んのお母さん、お寿司でアレンジす
るとはアイディア豊かです。

● サクランボとリンゴを作ってい
ます。営農ひとことアドバイス、
果樹の管理に参考になります。（山
形市 Sさん）○編 ありがとうござい
ます。営農企画指導員の皆さんに
は、季節に合った情報を提供して
いただくようお願いしています。

読 者 の 広 場 花
と

　 

暮
ら
す

四季の生け花
華道家元池坊 小山雅子

7月の花 ／今野恵月 作

○花材　夏はぜ／パンジー／大てまり
オクラレルカ／カーネーション／すずらんの葉
ゴールドコイン／アンスリュウム／都忘れ
協力 ： （株）出羽園

　

私
が
ま
だ
小
学
校
低
学
年
だ
っ
た
昭
和
30
年
代

の
話
で
あ
る
。

　

当
時
も
町
中
の
今
と
同
じ
場
所
に
住
ん
で
い
た

の
だ
が
、
ま
だ
家
の
周
辺
に
は
桑
畑
が
た
く
さ
ん
広

が
っ
て
い
た
。
さ
す
が
に
現
在
は
す
っ
か
り
住
宅
街

に
な
り
、
桑
の
木
ど
こ
ろ
か
農
地
す
ら
あ
ま
り
見
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
母
の
実
家

が
町
場
の
近
く
の
停
留
所
か
ら
バ
ス
で
15
分
ほ
ど
東

方
の
原
口（
上
山
市
）
と
い
う
村
に
あ
り
、
よ
く
遊

び
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

家
に
入
る
と
、
さ
す
が「
お
蚕
様
」
と
い
う
言
葉

が
生
き
て
い
た
時
代
だ
け
あ
っ
て
、
人
間
が
暮
す
空

間
を
切
り
詰
め
て
つ
く
っ
た
と
お
ぼ
し
き
部
屋
い
っ

ぱ
い
の
蚕
棚
が
あ
り
、
そ
の
中
で
桑
を
食
べ
る
蚕
た

ち
が
カ
サ
カ
サ
と
動
き
廻
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
蚕

に
敬
称
の「
様
」
ま
で
つ
い
て
い
る
こ
と
の
意
味
は

さ
ぞ
か
し
深
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
を
巡
ら
す

と
、
そ
の
音
が
か
す
か
に
ま
だ
耳
の
中
に
残
っ
て
い

る
よ
う
な
気
さ
え
し
て
く
る
。
日
本
の
近
代
化
を
支

え
た
生
糸
産
業
が
日
本
の
基
幹
産
業
と
し
て
君
臨

し
、
そ
の
輸
出
で
得
ら
れ
る
外
貨
が
国
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
ア
メ
リ
カ
で
ナ
イ
ロ

ン
が
発
明
さ
れ
、
生
糸
産
業
は
一
気
に
衰
退
し
て
行

く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
て
、
話
は
桑
畑
を
走
り
回
っ
て
い
た
半
世
紀

以
上
も
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
い
る
の
で
、
今

時
の
若
者
に「
桑
の
実
」
と
言
っ
て
も
わ
か
る
人
は

い
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
野
い
ち
ご
を
い
く
ら
か
細

長
く
し
た
よ
う
な
形
状
の
桑
の
木
に
つ
く
実
で
、
熟

す
と
紫
色
に
な
る
果
実
だ
。
お
や
つ
な
ど
め
っ
た
に

貰
え
な
い
私
た
ち
に
と
っ
て
、
ま
た
と
な
い
ご
馳
走

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
唇
が
紫
色
に
染
ま
る
ま
で
食
べ

歩
い
た
も
の
だ
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、
こ
れ
が

親
孝
行
の
道
具
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
く

つ
も
の
桑
畑
を
巡
る
と
も
は
や
食
べ
飽
き
て
く
る
の

に
、
さ
ら
に
袋
一
杯
ぐ
ら
い
の
桑
の
実
を
簡
単
に
収

穫
で
き
る
の
だ
。
家
に
持
ち
帰
る
途
中
転
ん
で
実
が

潰
れ
着
衣
を
汚
し
て
怒
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
桑
の
実
は
ジ
ャ
ム
の
原
料
と
し
て
母
に
歓
迎
さ

れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
親
に
喜
ん
で
も
ら
う

機
会
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
く
、
日
頃
悪
態
ば
か
り
つ
い

て
い
た
子
ど
も
に
と
っ
て
、
袋
一
杯
の
桑
の
実
を
家

に
持
ち
帰
る
こ
と
は
大
事
な
儀
式
め
い
た
行
為
で
も

あ
っ
た
。な
ん
と
も
懐
か
し
い
思
い
出
な
の
で
あ
る
。

「
桑
の
実
」と
親
孝
行

岩
井
哲

J
A
や
ま
が
た
わ
ん
ぱ
く
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
が
、

今
年
も
開
校
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

参
加
し
た
生
徒
の
絵
日
記
と
、
担
任
の
先
生
（
入

組
2
、3
年
目
職
員
）の
お
返
事
を
紹
介
し
ま
す
。

5 

月 

23 

日　
晴
れ

1 

組 

1 

班　
千
歳　
公
太
郎

今
日
は
2
0
1
5
年
度
わ
ん
ぱ
く
あ
ぐ
り

ス
ク
ー
ル
開
校
式
で
し
た
。
最
初
に
や
っ

た
里
い
も
と
ネ
ギ
の
定
植
は
う
ま
く
で
き

ま
し
た
。
次
の
田
植
え
は
少
し
な
な
め
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
こ
れ
か
ら

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

【
先
生
よ
り
お
返
事
】

里
い
も
も
ネ
ギ
も
今
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
ど

ん
ど
ん
大
き
く
、お
い
し
く
な
る
と
い
い
ね
。

田
植
え
も
公
太
郎
君
が
い
っ
ぱ
い
植
え
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
秋
に
は
お
い
し
い
お
米
が

で
き
る
は
ず
で
す
。
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
大
き

く
な
ろ
う
！
（
宮
川
支
店  

浅
野
慎
吾
）

ESSAY

山形
の
風景

【
第
1
回
】
開
校
式・田
植
え・

里
い
も
と
ネ
ギ
の
定
植
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